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□
『
砂
漠
の
亡
霊
』3

0
m

in

版 

配
役
⽇
福
田
ホ
ổ
ル
公
演 

 
水
野 

 
 

砂
漠
で
目
覚
め
た
男
。
不
死
の
水
を
持
つ
・
・
夏
目
真
帆 

砂
田 

 
 

倒
れ
て
い
る
男
。
腹
部
に
深
い
傷
・
・
鈴
木
秀
美 

越
後
屋 

 
行
商
人
１
・
・
河
西
賢 

エ
チ
ゴ
屋 

 
行
商
人
２
・
・
川
上
聖
愛 

え
ち
ご
屋 

 
行
商
人
３
・
・
高
橋
怜
那 

三
蔵
法
師 

修
行
僧
１
・
・
レ
ワ
テ
ỻ
ウ
パ
ス
ニ 

四
蔵
法
師 

修
行
僧
２
・
・
川
上
聖
愛 

五
蔵
法
師 

修
行
僧
３
・
・
高
橋
怜
那 

亡
霊
１ 

 

黄
泉
の
国
の
亡
霊
・
・
レ
ワ
テ
ỻ
ウ
パ
ス
ニ 

亡
霊
２ 

 

黄
泉
の
国
の
亡
霊
・
・
川
上
聖
愛 

亡
霊
３ 

 

黄
泉
の
国
の
亡
霊
・
・
高
橋
怜
那 

 

(
映
像
⽇
開
演
前
⽇
オ
ổ
プ
ニ
ン
グ
砂
漠
の
亡
霊6

分
) 

■
シ
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砂
漠
と
亡
霊
(4

分
) 

〇
砂
漠
の
半
壊
し
た
石
の
廃
屋
の
中 

夕
暮
れ 

 

(
遠
く
で
砂
嵐
の
音
が
す
る
。
狼
の
遠
吠
え
が
聞
こ
え
る
。
水
野
、
倒
れ
て
い
る
) 

(
亡
霊
た
ち
の
足
音
が
す
る
。
亡
霊1

.2
.3

立
ち
、
足
踏
み
す
る
) 

(
水
野
目
ざ
め
、
上
半
身
を
起
こ
し
後
ろ
を
見
る
。
亡
霊1

.2
.3

足
踏
み
を
や
め
て
座
る
。
水
野
正

面
を
向
く
) 

水
野
「
ゴ
ホ
ゴ
ホ
、
水
、
水 

(
水
野
、
砂
を
手
で
掬
い
、
口
に
近
づ
け
、
吐
き
出
す
) 

水
野
「
ペ
ỿ
！
砂
だ
。
ゴ
ホ
ゴ
ホ
、
こ
こ
は
、
砂
漠
だ
・
・
日
が
落
ち
る 

(
水
野
、
起
き
上
が
ろ
う
と
し
て
、
足
を
抱
え
て
転
が
る
) 

水
野
「
い
ỿ
痛
・
・
足
が 

(
水
野
、
痛
み
が
治
ま
る
ま
で
足
を
抱
え
る
、
ポ
ケ
ỿ
ト
を
探
り
財
布
を
取
る
、
財
布
か
ら
カ
ổ
ド

を
取
り
出
す
) 

水
野
「
水
野
？
こ
れ
が
僕
？
な
ぜ
こ
こ
に 

(
水
野
、
顔
を
ゆ
が
め
、
目
を
閉
じ
る) 

水
野
「
思
い
出
せ
、
思
い
出
す
ん
だ
、・
・
・
父
さ
ん
、
母
さ
ん
、
ず
ỵ
と
僕
は
、
迷
惑
を
か
け
て
き

た
、
今
度
こ
そ
、
そ
う
思
ỵ
て
、
そ
れ
で 

(
水
野
、
手
の
ひ
ら
を
見
る
、
血
が
つ
い
て
い
る
) 

水
野
「
な
ん
だ
こ
れ
、
手
に
、
こ
の 

(
水
野
、
手
を
こ
す
り
、
握
り
込
む
) 

水
野
「
い
や
、
違
う
、
な
ん
で
も
な
い
、
こ
ん
な
も
の
、
な
ん
で
も
な
い 

(
遠
く
で
悲
鳴
の
よ
う
な
音
が
す
る
、
水
野
、
顔
を
上
げ
る
) 

水
野
「
今
の
は
、
悲
鳴
か
？
誰
か
の
？
い
や
、
気
の
せ
い
だ
、
気
の
せ
い
に
、
決
ま
ỵ
て
い
る 

(
亡
霊
の
足
音
が
す
る
、
亡
霊1

.2
.3

、
立
ち
足
踏
み
す
る
、
水
野
、
顔
を
上
げ
る
) 

水
野
「
足
音
？ 

(
亡
霊
の
足
音
が
止
ま
る
、
亡
霊1

.2
.3

止
ま
る
) 

 

■
シ
ổ
ン2

 

行
商
人
と
水
(7

分
) 

〇
石
の
廃
屋
内
部 

夜 

(
行
商
人1

立
つ
、
亡
霊2

.3

、
ベ
ổ
ル
を
と
り
、
行
商
人2

.3

と
な
り
、
横
に
並
ぶ
、
亡
霊1

座

る
) (

行
商
人1

.2
.3

、
行
商
人
の
舞
を
踊
る
、
前
に
出
る
、
水
野
を
見
る
) 
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越
後
屋
「
ま
あ
ま
あ
、
人
の
命
と
は
不
思
議
な
も
の
で
す
の
う 

水
野
「
誰
だ
？ 

越
後
屋
「
砂
漠
の
商
人
、
越
後
屋
で
す 

エ
チ
ゴ
屋
「
エ
チ
ゴ
屋
で
す 

え
ち
ご
屋
「
え
ち
ご
屋
で
す 

水
野
「
あ
、
あ
ん
た
た
ち
、
ど
こ
か
ら
・
・
、
ゴ
ホ
ゴ
ホ
、
み
、
水
を
、
水
を
、
水
は
な
い
か
？ 

越
後
屋
「
水
？
ほ
ほ
う
、
水
？
ふ
ふ
ふ
ん
、
水
で
す
か
？
そ
ん
な
も
の
は
、
無
い
！ 

エ
チ
ゴ
屋
「
な
い 

え
ち
ご
屋
「
無
い
よ
！ 

水
野
「
え
？
・
・
水
は 

越
後
屋
、
エ
チ
ゴ
屋
、
え
ち
ご
屋
「
無
い
よ
！ 

水
野
「
う
う
、
で
、
で
は
、
食
べ
物
は
？ 

越
後
屋
「
食
べ
物
？
ほ
ほ
う
、
食
べ
物
？
こ
れ
は
、
一
本
と
ら
れ
ま
し
た
、
食
べ
物
は
、
あ
る
！ 

エ
チ
ゴ
屋
「
あ
る 

え
ち
ご
屋
「
あ
る
よ
！ 

水
野
「
あ
る
？ 

越
後
屋
「
ほ
ほ
ほ
ほ
、
つ
ま
り
、
あ
な
た
は
お
な
か
が
減
ỵ
て
ら
ỵ
し
Ỷ
る
？
は
は
は
、
は
い
は
い
、

事
情
は
わ
か
り
ま
す
よ
、
は
い
こ
れ
だ
！ 

 

(
越
後
屋
、
砂
瓶
を
出
す
、
エ
チ
ゴ
屋
、
靴
底
を
出
す
、
え
ち
ご
屋
、
靴
べ
ら
を
出
す
) 

水
野
「
え
？ 

越
後
屋
「
砂
で
す
。
粒
の
と
て
も
細
か
い
、
あ
と
、
こ
れ
は
ゴ
ム
、
靴
の
裏
に
つ
い
て
た
、
こ
れ
は
靴

べ
ら 

水
野
「
え
？
い
や
、
し
か
し
こ
れ
は 

越
後
屋
「
な
ん
で
す
？ 

エ
チ
ゴ
屋
「
食
べ
る
の
か
！
？ 

え
ち
ご
屋
「
食
べ
な
い
の
か
！
？ 

水
野
「
す
み
ま
せ
ん 

 

(
行
商
人1

.2
.3

、
水
野
を
の
ぞ
き
込
む
) 

越
後
屋
「
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
あ
あ
、
あ
ん
た
、
水
野
！
？ 

水
野
「
え
？
な
、
な
ぜ
？ 

越
後
屋
「
あ
、
い
や
や
、
勘
で
す
勘
で
す
。
実
は
我
々
⾧
い
間
、
砂
漠
の
光
に
焼
か
れ
て
、
目
が
見
え

ま
せ
ん
、
い
や
で
も
、
い
や
い
や
、
あ
の
高
ổ
い
と
こ
ろ
か
ら
、
ず
ỵ
と
こ
う
し
て
眺
め
て
お
り
ま
し

た
の
で
な
、
も
し
か
し
て
ổ
？
ỵ
て
、
も
し
か
？
、
も
し
も
し
？ 

水
野
「
え
？
え
？ 

エ
チ
ゴ
屋
「
だ
か
ら
、
勘
だ 

え
ち
ご
屋
「
勘
だ
！ 

水
野
「
そ
、
そ
う
じ
Ỷ
な
く
て
、
僕
の
名
前
を 

越
後
屋
「
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
、(
真
顔
に
な
り
)
と
こ
ろ
で
、
昨
日
の
ニ
ἁ
ổ
ス
を
見
ま
し
た
？
恐
ろ

し
い
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
何
か
こ
の
下
の
、
亡
霊
た
ち
の
国
で
大
変
な
盗
み
を
働
い
た
男
が
い
る

ら
し
い
で
す
ね
。
恐
れ
を
知
ら
ぬ
、
極
悪
人
間
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
友
人
の
命
ま
で
奪
ỵ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
使
ỵ
て 

 

(
越
後
屋
、
ナ
イ
フ
を
見
せ
る
) 

水
野
「
え
、
ナ
イ
フ 

越
後
屋
「
ナ
イ
フ
、
見
覚
え
が
あ
り
ま
す
か
？
か
わ
い
そ
う
な
友
人
、
こ
ん
な
感
じ
の
顔
だ
ỵ
た
そ
う

で
す
。 

(
行
商
人1

.2
.3

、
水
野
に
近
づ
き
グ
イ
グ
イ
目
を
あ
わ
せ
る
、
水
野
、
目
を
そ
ら
す
) 

水
野
「
そ
、
そ
う
な
ん
で
す
か 
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越
後
屋
「
ひ
ど
い
奴
で
す
、
本
当
に
、
こ
ん
な
遠
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て 

エ
チ
ゴ
屋
「
大
変
な
こ
と
を 

え
ち
ご
屋
「
し
で
か
し
、
た
ん
だ
よ
！ 

水
野
「
い
や
、
そ
れ
は
、
い
ỵ
た
い
、
僕
と
な
ん
の 

(
越
後
屋
、
ナ
イ
フ
を
落
と
す
) 

越
後
屋
「
亡
霊
た
ち
が
来
ま
す 

水
野
「
亡
霊
？ 

エ
チ
ゴ
屋
「
逃
れ
ら
れ
な
い 

え
ち
ご
屋
「
逃
れ
ら
れ
な
い 

 

(
行
商
人1

.2
.3

、
水
野
に
顔
を
近
づ
け
る
) 

越
後
屋
・
エ
チ
ゴ
屋
・
え
ち
ご
屋
「
逃
れ
ら
れ
な
い
よ 

(
水
野
、
恐
怖
に
震
え
る
) 

越
後
屋
「
で
は
、
取
引
を
い
た
し
ま
し
Ỹ
う 

水
野
「
取
引
・
・
？ 

 

(
越
後
屋
、
砂
瓶
を
出
す
) 

越
後
屋
「
乾
き
も
の
、
こ
れ
を
持
ち
、
何
も
か
も
忘
れ
て
、
生
き
る
か 

(
エ
チ
ゴ
屋
、
空
の
水
瓶
を
出
す
) 

エ
チ
ゴ
屋
「
そ
れ
と
も
、
あ
れ
を
見
つ
け
て 

え
ち
ご
屋
「
思
い
出
し
て
、
死
ぬ
か 

越
後
屋
「
忘
れ
れ
ば
、
生
き
ら
れ
る
、
思
い
出
せ
ば
、・
・
ご
自
分
が
何
者
か
は
わ
か
る
、
そ
の
代
わ

り 越
後
屋
、
エ
チ
ゴ
屋
・
え
ち
ご
屋
「
死
に
ま
す
よ 

水
野
「
ち
Ỹ
ỵ
と
待
ỵ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
夢
か
？ 

(
行
商
人1

.2
.3

、
行
商
人
の
舞
を
踊
る
、
下
が
る
) 

水
野
「
待
ỵ
て
く
れ
、
僕
は
、
僕
は
生
き
て
家
に
帰
る 

(
水
野
、
顔
を
背
け
る
、
水
の
入
ỵ
た
水
瓶
を
見
る
)) 

水
野
「
え
？
水
？
水
だ
！ 

(
水
野
、
水
瓶
を
手
に
と
り
動
き
を
止
め
る
、
砂
田
倒
れ
て
い
る
) 

水
野
「
え
、
人
？ 

 

(
水
野
、
砂
田
に
近
づ
く
) 

水
野
「
あ
の
、
大
丈
夫
、
で
す
か
？
あ
あ
、
血
だ
、 

(
水
野
、
砂
田
の
首
に
手
を
お
く
) 

水
野
「
生
き
て
い
る
、
水
を 

(
水
野
、
砂
田
に
水
を
飲
ま
せ
よ
う
と
水
瓶
を
口
元
に
近
づ
け
る
。
し
か
し
手
が
止
ま
る
) 

水
野
「
僕
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
死
ぬ 

(
水
野
、
水
瓶
を
光
に
か
ざ
す) 

水
野
「
こ
れ
ỵ
ぽ
ỵ
ち
だ
・
・
分
け
た
ỵ
て
、
ど
ち
ら
も
助
か
ら
な
い
。
ど
ち
ら
か
、
な
ん
だ 

(
水
野
、
水
を
自
分
で
飲
も
う
と
す
る
) 

 

■
シ
ổ
ン3

 

砂
田
と
娘
(4

分
) 

〇
石
の
廃
屋
内
部 

夜 
 

(
砂
嵐
の
音
が
強
く
な
る
) 

(
亡
霊1

.2
.3

立
つ
、
足
踏
み
を
す
る
。
強
く
地
を
踏
み
し
め
る
足
音
、
水
野
振
り
返
り
硬
直
す
る
) 

水
野
「
誰
だ
？
亡
霊
・
・ 

(
足
音
止
ま
る
、
水
野
う
ず
く
ま
り
震
え
る
) 

水
野
「
幼
い
こ
ろ
、
こ
れ
と
同
じ
光
景
を
見
た 

(
亡
霊
、
一
歩
前
に
出
る
、
足
音
す
る
、
砂
田
上
半
身
起
き
る
、
遠
く
に
手
を
伸
ば
す
) 
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砂
田
「
ミ
オ
、
遅
く
な
ỵ
た
な
、
薬
代
は
手
に
入
ỵ
た
、
も
う
じ
き 

(
砂
田
、
咳
き
込
む
) 

砂
田
「
ゴ
ホ
ゴ
ホ
、
雪
を
、
見
せ
て
や
る
ỵ
て
、
約
束
し
た
な
。
約
束
は
守
る
、
娘
に
だ
け
は
、
恥
ず

か
し
く
な
い
父
親
で 

(
砂
田
、
倒
れ
る
) 

水
野
「
動
い
て
は
、
だ
め
だ 

(
水
野
、
近
寄
ろ
う
と
す
る
、
砂
田
、
上
半
身
起
き
る
、
水
野
、
止
ま
る
、
砂
田
、
水
野
を
指
さ
す
) 

砂
田
「
あ
の
時
、
言
わ
れ
た
だ
ろ
。
治
る
こ
と
の
な
い
病
を
与
え
る
、
お
前
は
も
う
じ
き
死
ぬ
、
と 

(
亡
霊
、
足
踏
み
す
る
、
足
音
止
ま
る
、
水
野
、
咳
き
込
み
倒
れ
る
) 

水
野
「
な
、
ゲ
ホ
ゲ
ホ
、
う
う 

砂
田
「
亡
霊
た
ち
は
知
ỵ
て
い
た
。
未
来
邪
悪
と
な
る
魂
を
。
彼
ら
は
お
前
を
殺
す
こ
と
も
生
か
す
こ

と
も
で
き
た
。
彼
ら
は
後
悔
し
て
い
る
。
彼
ら
は
怒
り
に
満
ち
て
い
る 

(
亡
霊
、
足
踏
み
す
る
、
足
音
止
ま
る
、
砂
田
、
倒
れ
る
、
水
野
、
震
え
る
) 

水
野
「
も
う
じ
き
僕
は
・
・ 

(
水
野
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
膝
を
つ
く
、
砂
田
を
見
る
) 

水
野
「
こ
の
水
を
飲
む
べ
き
は
、
君
だ
。
飲
ん
で
く
れ
。
頼
む 

(
水
野
、
砂
田
に
近
づ
き
、
水
を
飲
ま
そ
う
と
し
て
驚
い
て
止
ま
る
) 

水
野
「
死
ん
だ 

(
砂
田
の
手
の
先
に
財
布
が
あ
る
、
水
野
、
財
布
を
手
に
取
り
、
写
真
を
取
り
出
す
) 

水
野
「
子
ど
も
だ
。
女
の
子
、
砂
田
？
そ
う
だ
砂
田
だ
、
砂
田
の
娘
か 

(
水
野
、
⾧
い
間
、
写
真
を
見
つ
め
る
、
写
真
を
戻
す
、
こ
ぶ
し
で
地
面
を
た
た
く
) 

水
野
「
あ
あ
、
砂
田
、
す
ま
な
い
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
、
し
て
し
ま
ỵ
た 

(
水
野
、
う
な
だ
れ
る
) 

水
野
「
死
ぬ
の
は
・
・
死
ぬ
べ
き
は
、
僕
の
ほ
う
だ 

 

■
シ
ổ
ン4

 

修
行
僧
と
不
死
の
水
(5

分
) 

〇
石
の
廃
屋
内
部 

夜 

(
亡
霊
、
足
踏
み
す
る
、
足
音
す
る
、
水
野
、
顔
を
上
げ
る
) 

水
野
「
待
ỵ
て
く
れ
、
違
う
ん
だ
、
僕
は
水
を
彼
に
あ
た
え
よ
う
と
し
た
ん
だ
、
で
も
彼
は
死
ん
で
い

た
、
仕
方
が
な
か
ỵ
た
ん
だ
、
ほ
ら
、
水
は
飲
ん
で
い
な
い
、
助
け
て
く
れ 

(
足
音
止
ま
り
、
経
文
の
声
が
聞
こ
え
る
、
亡
霊1

.2
.3

ベ
ổ
ル
を
と
り
笠
を
か
ぶ
り
修
行
僧1

.2
.3

と
な
る
、
経
文
を
唱
え
歩
き
前
に
出
る
) 

三
蔵
法
師
・
四
蔵
法
師
・
五
蔵
法
師
「
ん
ổ
ん
ổ
ざ
い
ぼ
ổ
さ
ổ
ん
ổ 

ん
－
ん
ổ
ん
ổ
ん
ổ
は
ổ
ら

ổ
み
ổ
た
ổ
ん
ổ 

水
野
「
あ
あ
、
も
う
、
終
わ
り
だ 

三
蔵
法
師
「
我
の
名
は
三
蔵
法
師 

四
蔵
法
師
「
四
蔵
法
師 

五
蔵
法
師
「
五
蔵
法
師 

水
野
「
お
、
御
坊
さ
ま
、
ば
か
な
、
嘘
だ 

三
蔵
法
師
「
そ
の
水
を
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
？ 

水
野
「
え
、
水
を
・
・ 

三
蔵
法
師
「
そ
の
水
は
呪
わ
れ
て
い
る
、
不
死
の
水
だ 

水
野
「
不
死
の
水
！
？ 

三
蔵
法
師
「
古
来
よ
り
伝
わ
る
、
病
を
治
し
、
死
者
を
生
き
返
ら
せ
、
永
遠
の
命
を
授
け
る
、
禁
断
の

秘
宝 

四
蔵
法
師
「
黄
泉
の
国
か
ら
盗
ま
れ
た 

五
蔵
法
師
「
邪
悪
な
魂
に
よ
ỵ
て 
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水
野
「
そ
ん
な 

三
蔵
法
師
「
そ
の
者
、
欲
に
か
ら
れ 

四
蔵
法
師
「
黄
泉
の
国
の
水
を
盗
み 

五
蔵
法
師
「
仲
間
を
刺
し
て
水
を
独
り
占
め
に
し
た
。 

(
三
蔵
法
師
、
ナ
イ
フ
を
指
す
) 

三
蔵
法
師
「
そ
の
ナ
イ
フ
を
見
ろ
、
身
に
覚
え
が
あ
る
か
？ 

水
野
「
違
う
・
・
僕
じ
Ỷ
な
い 

(
水
野
、
ナ
イ
フ
を
見
つ
め
た
ま
ま
動
け
な
い
) 

四
蔵
法
師
「
本
当
に
？ 

五
蔵
法
師
「
本
当
に
？ 

三
蔵
法
師
・
四
蔵
法
師
・
五
蔵
法
師
「(
声
を
揃
え
て
)
本
当
に
？ 

水
野
「
身
に
覚
え
が
・
・
な
い
。
な
い
は
ず
だ
。 

三
蔵
法
師
「
な
ら
ば
、
取
引
だ 

水
野
「
取
引
・
・ 

三
蔵
法
師
「
そ
の
水
を
、
今
す
ぐ
、
砂
に
還
す
か 

四
蔵
法
師
「
還
せ
ば
、
罪
は
消
え
る
。
た
だ
し 

五
蔵
法
師
「
そ
の
身
も
、
消
え
る 

水
野
「
う
・
・ 

三
蔵
法
師
「
あ
る
い
は
、
水
を
抱
い
た
ま
ま
、
生
き
る
か 

四
蔵
法
師
「
生
き
れ
ば
、
そ
の
身
は
亡
霊
と
な
り 

五
蔵
法
師
「
未
来
永
劫
、
こ
の
地
を
彷
徨
う
だ
ろ
う 

水
野
「
そ
ん
な
・
・
ど
ỵ
ち
も
、
い
や
だ
、
選
べ
な
い 

三
蔵
法
師
「
砂
嵐
の
あ
と
、
一
匹
の
狼
を
見
た 

四
蔵
法
師
「
鷹
を
見
た 

五
蔵
法
師
「
骸
骨
を
見
た 

三
蔵
法
師
「
お
の
れ
の
ま
こ
と
の
姿
を
知
れ 

(
修
行
僧1

.2
.3

、
経
文
を
唱
え
、
下
が
る
) 

三
蔵
法
師
・
四
蔵
法
師
・
五
蔵
法
師
「
ん
ổ
ん
ổ
ざ
い
ぼ
ổ
さ
ổ
ん
ổ 

ん
－
ん
ổ
ん
ổ
ん
ổ
は
ổ
ら

ổ
み
ổ
た
ổ
ん
ổ 

水
野
「
あ
あ
、
あ
あ
あ
、
わ
か
ら
な
い
ん
だ
、
本
当
に
、
砂
田
、
答
え
て
く
れ
、
僕
が
君
に
そ
ん
な
恐

ろ
し
い
こ
と
を
、 

 

■
シ
ổ
ン5

 

亡
霊
の
審
判
(3

分
) 

〇
石
の
廃
屋
内
部 

夜 
 

(
砂
嵐
の
音
が
強
く
な
る
。
足
踏
み
の
音
す
る
) 

(
修
行
僧

1
.2

.3

、
ベ
ổ
ル
を
つ
け
亡
霊

1
.2

.3

と
な
り
、
亡
霊
の
舞
を
踊
り
前
進
す
る
、
水
野
、

頭
を
か
か
え
る
、
亡
霊1

.2
.3

揺
れ
る
) 

亡
霊
１
「
そ
の
者
、
欲
に
か
ら
れ 

亡
霊
２
「
黄
泉
の
国
の
水
を
盗
み 

亡
霊
３
「
友
を
刺
し
て
殺
し
た 

亡
霊
１
「
罰
だ 

亡
霊
２
「
罰
だ 

亡
霊
３
「
罰
だ 

(
亡
霊1

.2
.3

、
揺
れ
る
、
亡
霊
の
咆
哮
音
が
す
る
) 

水
野
「
盗
ん
だ
の
は
僕
じ
Ỷ
な
い 

亡
霊
１
「
嘘
だ 

水
野
「
砂
田
に
、
水
を
飲
ま
せ
よ
う
と
し
た 



 

6 

 

亡
霊
２
「
嘘
だ 

水
野
「
殺
し
た
の
は
僕
じ
Ỷ
な
い 

亡
霊
３
「
嘘
だ 

 

(
亡
霊
の
咆
哮
音
が
す
る
) 

水
野
「
死
に
た
く
な
い
！
家
に
帰
り
た
い
！ 

亡
霊1

「
帰
る
家
な
ど
な
い 

水
野
「
あ
る
。
あ
る
ん
だ
。
父
さ
ん
、
母
さ
ん
・
・
恩
を
返
し
た
か
ỵ
た
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ 

(
亡
霊
の
咆
哮
音
が
す
る
。
亡
霊1

.2
.3

、
動
き
を
止
め
る
) 

水
野
「
記
憶
の
中
の
僕
は
、
良
い
息
子
だ
ỵ
た
。 

(
水
野
、
ゆ
ỵ
く
り
立
ち
上
が
り
空
を
見
る
) 

水
野
「
そ
れ
は
、
本
当
だ 

(
水
野
、
血
の
つ
い
た
ナ
イ
フ
を
出
す
) 

水
野
「
じ
Ỷ
あ
、
こ
れ
は
な
ん
だ
、
誰
が
や
ỵ
た
ん
だ 

(
水
野
、
砂
田
を
見
る
、
砂
田
に
近
づ
き
、
膝
を
つ
く
) 

水
野
「
砂
田
。
飲
ん
で
く
れ
、
不
死
の
水
を 

(
水
野
、
不
死
の
水
を
ゆ
ỵ
く
り
と
砂
田
の
口
に
注
ぐ
) 

水
野
「
僕
は
、
誰
の
そ
ば
に
も
い
て
や
れ
な
か
ỵ
た 

(
水
野
、
立
ち
上
が
り
、
歩
き
膝
を
つ
く
、
首
を
振
る
) 

水
野
「
い
や
・
・
、
誰
も
、
僕
の
そ
ば
に
い
な
か
ỵ
た
の
か
。 

(
水
野
、
砂
田
を
見
る
) 

水
野
「
君
が
生
き
返
る
な
ら
、
そ
れ
で
い
い 

(
水
野
、
う
な
だ
れ
る
、
亡
霊1

.2
.3

、
静
か
に
下
が
る
。
足
踏
み
の
音
が
止
む
) 

 

■
シ
ổ
ン6

 

変
身
と
旅
立
ち
(6

分
) 

〇
石
の
廃
屋
内
部
・
砂
漠 

夜
明
け 

 

(
遠
く
で
砂
嵐
の
音
が
す
る
。
狼
の
遠
吠
え
が
聞
こ
え
る
。
水
野
、
う
な
だ
れ
た
ま
ま
) 

(
砂
田
、
目
を
開
け
る
、
ゆ
ỵ
く
り
と
身
を
起
こ
す
) 

砂
田
「
冷
た
い
・
・ 

 

『
舞
⽇
狼
』 

(
砂
田
、
立
ち
上
が
る
。
狼
の
動
き
へ
と
近
づ
い
て
い
く
、
狼
の
舞
、
水
野
、
起
き
る
、
砂
田
、
水

野
を
一
瞥
し
て
狼
の
動
き
で
去
る
) 

水
野
「
あ
の
時
見
た
狼
は
、
お
前
だ
ỵ
た
の
か 

(
水
野
、
力
な
く
倒
れ
る
) 

(
亡
霊1

.2
.3

、
足
踏
み
す
る
、
足
音
、
亡
霊1

.2
.3

、
去
る
) 

 

『
舞
⽇
鷹1

』 

(
行
商
人
１
、
鷹
の
動
き
で
近
づ
い
て
く
る
、
鷹
の
舞
、
水
野
、
見
る
、
行
商
人
１
、
去
る
) 

水
野
「
・
・
鷹
、・
・
こ
れ
は
罰
か
、
赦
し
な
の
か 

(
水
野
、
倒
れ
る
) 

 

『
舞
⽇
鷹2

』 

(
水
野
立
ち
上
が
る
、
鷹
の
舞
、
鷹
の
動
き
で
下
が
り
、
去
る
) 

(
暗
転
) 
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